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論文内容の要旨

研究目的

下垂体腺腫は従来，組織学的に光顕所見により分類

されてきたが，現在は，ホノレモン分泌能により内分泌

学的に分類されている.本研究は下垂体腺腫のホルモ

ン分泌能と形態学的所見との関連を電顕を用いて明ら

かにすることを目的とした.また bromocri ptine の抗

撞蕩効果を HGH 産生腺腫につし、で検討した.

方法及び結果

東京女子医大脳神経外科に入院し手術を受け下垂体

腺腫と診断された60 例のうち45 例について電子顕微鏡

観察を行ない，内分泌学的所見と対比し，以下の結果

を得た.

1)ホルモン非産生腺腫 20 例について 円形ないし

類円形核を有するが不整形核もしばしばみられた.分

泌頼粒は主として 150-200nm 径の小円形穎粒で，こ

の他に350-600nm 径穎粒が10 例において観察された.

2) PRL 産生腺腫 6例について:円形核並びに不規

則形核を有す. 150-200nm 径円形頼粒に加え，

350-650nm の不規則形穎粒をもつこと，粗面小胞体

の層状構造， exocytosis の存在等がこの腺腫の特徴で

あった.

3) HGH 産生腺腫18 例について 円形，楕円形核を

有するが不整形核もみられる. 100-300nm 径の円形

分泌頼粒が全例にみられ 6例に350-800nm の大き

な円形ないし不整形頼粒がみられた.コ+ルジ装置，粗

面小胞体がよく発達していた.

4) bromocriptine の抗腫蕩効果について HGH 

産生腺腫の bromocriptine 長期投与例では，分泌穎粒

の増加とその電子密度の上昇傾向，粗面小胞体の減少

とcistern の拡大，ミトコンドリアの crista の崩れ，空

胞の出現等の所見を得た.これらは分泌頼粒放出抑制

効果，抗腫療効果を超微形態上把握したものと考える.

5) FSH 産生腺腫について 1例であるが分泌穎粒

は100-150nm 径頼粒が主体で時に250-400nm 径穎

粒が存在し，ゴルジ装置は細長く，粗面小胞体は少な

かった

論文審査の要旨

本論文は，ホルモン分泌下垂体腺腫について電子顕徴鏡観察を行ないホルモン分担、能を形態学的に

追究し，あわせて bromocriptine の抗腫蕩性を形態学的に証明した価値ある論文である.
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